
第３学年１組理科学習指導案
平成２８年１１月１１日(金)５校時

指導者：門馬 徳夫 場所：理科室

１．単元名 ３ 運動とエネルギー ２章「力の規則性」

２．内容と時間配当 (総時数３１時間)

(１) 物体のいろいろな運動 １０時間

(２) 力の規則性 ７時間(本時７/７)
(３) エネルギーと仕事 １３時間

３．学習指導計画(評価計画)

観 点 別 評 価 基 準 《 Ｂ 》

時 指 導 内 容

興 味 ・ 関 心 科 学 的 思 考 技 能 ・ 表 現 知 識 ・ 理 解

前 ○「慣性の法則」 ・作用反作用の法則 ・等速直線運動を慣

「作用反作用の法 を、身近な例を挙げ 性の法則から説明で

時 則」を例を挙げて て再現することがで きる。

説明できるように きる。

する。

○物体の運動を、 ・力の性質と実験デ ・連続写真や記録タ

本 これまで学んだ力 ータを関連づけ、物 イマーのデータを分

の働きの観点から 体の運動を説明する 析し、運動の種類を

説明できるように ことができる。 見いだすことができ

時 する。 る。

○エネルギーを持 ・生活体験を元にエ ・エネルギーを持っ

次 つ物体について説 ネルギーを持つ物体 ている物体について

時 明できるようにす について発表するこ 説明することができ

る。 とができる。 る。

４．本時の構想

(１) 本時のねらい

「摩擦力の働く運動」「一定の力が働く運動」について、これまで学んだ力の性質から説明できるようにさ

せる。

(２) 生徒の実態

男子２名・女子８名の学級である。２学年末の理科のＮＲＴ平均偏差値が５０に達しておらず、理科に関

して苦手意識を持つ生徒が多い。実験や観察には意欲的であるが、実験結果から考察して規則性を見いだし

たり、話し合い活動を通して自分の考えを発表したりすることは苦手であり消極的な生徒が多い。

(３) 本時のねらいに迫るための手立て

◎ 実験方法の工夫

① 連続写真アプリ「モーションショット」(SONY)を使用して、まず、運動を大まかにとらえさる。
② ２つの異なる運動を実験させることにより、力と運動の関係の視野を広げさせる。

◎ 思考力の育成

① 連続写真を用いて、運動の傾向を説明しやすくする。

② Googleスプレッドシートを用いたワークシートにより実験データの処理を簡易化し、その後のスムーズ
な思考の流れにつなげることにより、働く力と物体の運動の関係を根拠を上げて説明できるようにさせる。

◎ 表現力の育成

① 連続写真および Google スプレッドシートを用いて、拡販の情報共有をはかるとともに、各班発表するこ
とでお互いの思考を深化させる。

◎ 振り返りの活動

① google sheetsを利用して本時の授業を振り返らせ、学習内容を再認識・再構成させる。

(４) 準備物

大型ディスプレイ・プレゼンテーション用 iPad・PC・AppleTV・ワークシート



５．指導過程

・教師の支援 評価

段階 学 習 活 動 ・ 内 容 形態 時間 ◎本時のねらいにせまる手立て

☆ ICT機器利用の視点

１．本時の課題を把握する。 一斉 ５

(１) プレゼンテーションで既習事項を確 ☆アプリを用いて、既習事項を効率的に確認さ

課 認する せる。

題 ・斜面上の台車の運動を、モーションショッ ・力と運動の関係を、しっかり再認識させる。

の トを用いて提示し、斜面上の台車の運動の

把 特徴と、力の関係を確認させる。

握

(２) 本時の課題を把握する ・摩擦のある水平面上、おもりに引っ張られる

台車の運動を示し、本時の課題を明確につかま

水平面上の台車の運動と、おもりにひか せる。

れる台車の運動を調べ、力の性質を用いて

説明しよう。

２．実験の方法について確認し、結果を予想 班 ５ ☆プレゼンテーションソフトを用いて、視覚的

する。 に説明する。

課 (１) 実験方法・装置の扱い方の説明を聞 ・モーションショットの使い方については、事

く 前に練習させておく。

題 (２) 各班ごとに、変化の予想を確認。 ☆ワークシートにどのような運動になるのか予

想させ、スプレッドシート上にも記入させ、情

の 班 １５ 報の共有をはかる

追 ◎モーションショットを利用し、大まかな運動

３．２つの運動について実験を行い、データ の特徴をつかませる。

究 を収集する ☆記録タイマーの実験結果は、ワークシートの

(１) 摩擦のある水平面上の物体の運動に 表に記録するとともに、スプレッドシートにも

ついての実験を行う。 記入させる。

☆他班の結果をスプレッドシートで確認し、参

(２) おもりに引かれる水平面状の物体の 考にさせる。

運動についての実験を行う。

４．実験結果をまとめ、発表する。 ３０

ま (１) 実験結果をもとに、自分で運動の特 個 ◎個人の考えがまとめやすいように、ワークシ

と 徴と、どんな力が働いていかの関係を ートを用意し、さらに個人のアイディアをスプ

め ワークシートにまとめる。 レッドシートにまとめさせる。

・記録タイマーのデータのグラフを参考に考

える。 データを元に「次第に遅くなる運動」「次

第に速くなる運動」などの特徴を見いだすこ

とができたか。(ワークシート・スプレッド

シート)

(２) 班で１つのアイディアにまとめ、ス 班 ◎班の考えをまとめさせるときに、スプレッド

プレッドシートに記録する。 シートをもいいて他の班の意見も参考にする。

(３) 各班ごとにスプレットシートを用い 一斉 ・発表活動の進め方については、事前に指導し

て発表する。 ておく。

５

実験の分析から、運動と力の関係を説明す

ることができたか。

一斉 【スプレットシート・発表・自己評価】

・他の班の考えを、ワークシートに記入しなが

らしっかり聴かせる。

５．本時を振り返り、次時の学習課題を把握 ◎本時の学習内容についての振り返りを、

する。 google formsを利用して行わせる。
・ 本時の反省を google formsで記録する。


